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第 1号 (1960)
La geste que Turoldus declinet………………………三
16世紀フランス語における間接疑問節について……••• 小
F. Mauriacの危機と LeNreud de Viperes ………••• 前
ジョルジュ・サンドの Fran~ois le Champi 
の成立について ・・・・・・・・・・・・・・....山
第2号 (1961)
Baragouin ............................. 目
Andre Gideにおけるキリストとマルクス (I) ……重
モリエールにおける Optatifに関する一考察…………大
第3号 (1965)
Andre Gideにおけるキリストとマルクス (II) ……重
モーバッサンの文体に関する一考察•••…………………円
第4号 (1967)
Rose et Blanche de G. Sand ............... 山
Tartuffe解釈について..........................................小
F. Mauriacの初期の作品Larobe pretexte …………•• 前
第5号 (1968)
Andre Gideの象徴主義批判……………………………重
Sur l'emploi des temps du passe chez Moliere (II) 
―passe compose-................. 大
{J'ai eu Merimee cette nuit…〉
―George Sand et Prosper Merimee-……山
Baudelaireの青春前期ーー不安と動揺の日々ー一……山
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第 6号 (1972)
Rutebeufの「大学に関する詩」……・・・・・・・・・・・・・..………三 木 治
『嘔吐』：テーマの外側にあるもの. . 
{L'esprit de serieuxの拒否〉・・・.....................JI 神 博 弘
ドン・ジュアンの 2つの言動に
あらわれたモリエー ルの思想・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…伊 川 徹
Maupassantと宿命
ー一研究ノート ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 野 浪 嗣 生
{Jean Christophe► の中の主要三人物………………••• 森 孝子
第 7号 (1974)
Alceste解釈につしヽて ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・小 ） I 雅 也
『比較文体論』紹介にあたって
—日本のヨーロッパ研究一ー・・・・・・・..……... …円 尾 健
サルトルにおける＜糞便論的記述〉
ー一その(1) (試論） .............................. JI 神博弘
17世紀フランス語における過去分詞の一致について
— Sorel, Scarronを通して一ー………………近江康則
Maupassantの初期の短編小説・..…………………...... 野浪嗣生
後記
9月17日に三木教授が逝去されました。小方教授の序文にもありますよう
に、三木教授は、わが仏文学科創設以来、その中心となって，充実発展に貢
献してこられました。そこで今回は、同教授のご功績を偲ぶ意味をこめて、
「三木教授追悼号」といたしました。われわれは同教授のご遺志を受けて、
今後ともいっそう研鑽にはげむべく、決意を新たにしております。三木教授
に関する「思い出の記」をお寄せくださいました先生方および卒業生各位に、
誌上をかりて厚く御礼申し上げます。
なお、この追悼号とは別に、三木教授の遺稿集の出版を企画しております
ので、その節にはまた、よろしくご協力のほどお願いいたします。
（重本）
関西大学仏文学会々則
1. 本会は関西大学仏文学会と称し、事務所を関西大学文学部仏文学
科合同研究室に置く。
2. 本会はフランス語・フランス文学に関する研究および発表と、こ
れに関連する事業を行なうことを目的とする。
3. 本会は次の事業を行なう。
］． 機関誌「仏語 仏文学」およびその他の出版物の刊行
2. 研究会・講演会の開催
3. その他本会の目的にかなう事業
4. 本会はその目的に賛同する次の会員をもって構成する。
］． 関西大学文学部仏文学科専任教員
2. 関西大学大学院文学研究科仏文学専攻学生、およびその卒業生
3. 関西大学文学部仏文学科学生、およびその卒業生
5. 本会の目的を達成するため会費を納入する。
6. 本会に次の役員を置く。その任期は 1年とし、重任を妨げない。
］．会長 1 名
2. 委員 若干名
a. 企画委員
b. 編集委員
c. 庶務・会計委員
会長と委員によって委員会を構成し本会の実務の運用に当り会長
はこれを統括する。
7. 会員は機関誌「仏語仏文学」等の配布をうけ、その他本会のお
こなう事業に参加することができる。 l 
1 8. 本会の重要事項は総会の議決による。
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